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動 物 観 察 の注 意 点 

 音や動作などで動物を驚かせないように観察する。 

（気づかれないのが一番） 

 他の見学者に迷惑をかけないように観察する。 

 動物に手など出さないよう、安全に注意して観察する。 

 立ち入り禁止の場所・区域には入らないこと。 

 双眼鏡などで拡大して見ると良い。(太陽は見ないこと) 

 スケッチや写真を残すと良い。（特徴をとらえたスケッチ

が一番） 

なまえ

どうぶつクイズのヒント

長崎県の対馬にのみ生息しています。九州と朝鮮
半島の間に位置する島で、約 10 万年前に陸続き
だったアジア大陸から渡ってきたと考えられてい
ます。

Q2 道路の建設が進み、交通事故にあうツシマヤマネ
コが増えています。その対策として、警戒標識の
設置や交通事故防止キャンペーンを行い、ツシマ
ヤマネコに気をつけて運転するよう注意を呼びか
けています。

Q3 1960 年代には約 300 頭が生息していたと考えら
れています。しかし 1980 年代以降、生息数と生
息域の減少がみられ、現在は 100 頭ほどと推定さ
れています。

Q4 野生のツシマヤマネコのフンを調べると、ネズミ
やモグラなどの小型ほ乳類をよく食べていること
がわかります。また、イネ科の植物が含まれてい
ることもあり、消化を助けるために食べていると
考えられています。

Q5 ツシマヤマネコを繁殖させるため、国内の動物園
で協力して飼育しています。それらを将来的に生
息地に戻すことを目指しています。飼育場所を分
散することで、予期せぬ災害や病気が発生した時
に、一度に多くのツシマヤマネコを失う危険を避
けられます。
また、動物園を通じて多くの人にツシマヤマネコ
の現状を知ってもらうことができます。なお、繁
殖用のツシマヤマネコは繁殖に専念するため、公
開することができません。

Prionailurus bengalensis euptilurus

こども動物園エリアに展示しています

分布・生息地
長崎県の対馬にのみ生息する。
主に森林や田畑、湿地にすむ。

環境省レッドリストのランク
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●●●●●●●どうぶつ ズ
Q1　ツシマヤマネコの生息地はどこでしょうか？

①　愛知県津島市

②　長崎県対馬

③　沖縄県西表島

Q2　この標識は何を表しているでしょうか？

A1 A3A2 A4 A5

Q3　現在、野生のツシマヤマネコは何頭ぐらい
　　生息しているでしょうか？

①　100 頭ぐらい　　

②　300 頭ぐらい　　

③　500 頭ぐらい

Q4　野生のツシマヤマネコの主な食べ物は？
①　樹皮

②　果物

③　ネズミ

Q5　ツシマヤマネコを国内の動物園で飼育する
　　理由でまちがっているものは？

①　日本各地の気候に慣らすため

②　殖やして、将来的に生息地に戻すため

③　多くの来園者に見てもらい､ツシマヤマネコ

　　を知ってもらうため

かんさつノート

・体の色は？

・体の特徴は？

・何をしていることが多い？

観察日：　　　年　　　月　　　日

（※看板やボードで個体の紹介をしていることもあるよ）

全体をスケッチしてみよう！

東山動植物園の動物に注目してみよう！

気づいたことを書いてね！

体
体長 50～60cm、体重 3～5kg。
額に白とこげ茶色のたてじま模様がある。胴長短足で、
尾は太くて長い。耳は小さくて先が丸く、裏には白い斑
点（虎耳状斑・こじじょうはん）がある。

習性
単独生活で 1～2平方キロメートルのなわばりを持つ。
オスの行動範囲は広く､繁殖期には 7～8倍に拡大する。

食べ物
肉食性。ネズミ、モグラ、鳥類、昆虫など。

繁殖
メスは 2、3歳で性成熟する。妊娠期間は 2か月で、一回
に 1～3頭の子どもを産む。生後約半年で親離れする。

ツシマヤマネコを知る

減少の原因
道路建設や、スギやヒノキの植林によって生息地が分断･
減少している。また、交通事故やイエネコからの感染症、
とらばさみにかかったり、野犬におそわれるなど、ツシ
マヤマネコの生息をおびやかすものが多くある。

クイ

①　ツシマヤマネコ専用道路

②　ツシマヤマネコ保護区

③　ツシマヤマネコ飛び出し注意

生息数 100 頭程度

保護の取り組み
1971 年に国の天然記念物に指定される。
1994 年には「国内希少野生動植物種」に指定され、ツシ
マヤマネコの保護・増殖のための活動が実施されている。

①生息域内保全…対馬の環境を良くし、野生のツシマヤ
　マネコの生息数を回復させる。
②生息域外保全…動物園で飼育し、将来生息地に戻すた
　めのツシマヤマネコを繁殖させる。また、動物園を通
　じて多くの人にツシマヤマネコの現状を知ってもらう。
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